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まち活　通信　vol.6
－みんなで実践するまちづくり活動情報－ 

2014年12月 
女川町まちづくり推進協議会事務局 

まち活講演会「右手に志、左手に算盤」～超民間企業によるまちづくり～
講師：岡崎 正信氏（オガールプラザ株式会社代表取締役）　11月11日

【講演の概要】

●岩手県紫波（しわ）町で、公民連携によるまちづくり「オガー

ルプロジェクト」を進めています。駅前の町有地を中心に、図

書館、カフェ、産直マルシェなどが入居する施設を相次いで

オープンさせ、現在では人口3万人の町に年間80万人以上

が訪れています。

●地方において人口減少という現実を認識したうえでまちづ

くりをやっていく必要があります。オガールのまちづくりで

は、まず消費活動を目的としない来訪者が集まるコンテンツを配置し、おのずとカフェ、ショップ

等の付帯サービスが発生し、結果として不動産価値が上昇するように進めています。

●まちづくりのキーワードは「稼ぐ」こと。民間によるまちづくりでは、効果とコストをオープンにし、

やる・やらないは金融機関が判断します。施設を作った後にきちんと稼いで自立するかどうか

が、持続可能なまちづくりといえます。

●地方に産業や雇用をつくるには、小さいマーケットを狙っていくことが大切です。欲望（楽しい、

美味しい…）が叶えられる場所に人は来ます。ワイン・コーヒー・自転車・オーガニックなどの、

かっこいいライフスタイルを実現した地域には人が集まります。
　　

女川町ホームページにて、さらに詳しい内容がご覧いただけます

　ホームページアドレス　http://www.town.onagawa.miyagi.jp/hukkou/working.html

まちカフェ“まちの先生”シリーズ大好評！
　まちカフェは、町民のみなさんの対話の場として、毎週木曜日に開催しています。10月は 

まちの先生シリーズを中心に、町内で活躍する方々をまちの先生として迎え、活動の紹介や

意見交換を行いました。

●木村優佑氏に学ぶ女川ビール学
（出張まちカフェ×ガル屋）10月23日

参 加 者：10名
場　　所：きぼうのかね商店街「ガル屋」
話題提供：木村優佑さん（ガル屋Beer店長）

　被災したふるさと女
川のために何かできな
いかと考えていたころ
にクラフトビール屋に
出会い、「この規模なら
女川でできる！」とアイ
デアが湧いたという木
村さん。Uターンの話からビールの魅力まで幅
広くお話いただきました。
　参加者のみなさんからは「未来の女川のまち
なか、プロムナード・くどける水辺などで女川
ビールを飲めるようになりたい！」、「女川の山
に自生しているホップを利用して地ビールをつ
くれないだろうか？」など、新たなまちなかで
のビールの楽しみ方やビールづくりのアイデア
が出されました。

●知ってる？おながわ海の中
10月30日

参 加 者：10名
場　　所：復興まちづくり情報交流館
話題提供：�橋正祥さん
（宮城ダイビングサービスハイブリッジ代表）

　世界三大漁場に数え
られる金華山沖の海の
豊かさについて、震災
後には女川でしか繁殖
が確認されていないク
チバシカジカや、真ボ
ヤの珍しい群生など、女川の海の中の生き物を
解説し、ダイバーや漁師が協力して海の中のガ
レキを撤去している取り組みについて紹介して
いただきました。
　参加者のみなさんからは、「竹浦で漁師とダ
イバーが連携して復興や観光に取り組んでいる
ことを町内で共有する必要がある」「もっとホヤ
の群生や海の生き物を楽しんでもらいたい」な
どの意見が出されました。
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まち活メールにご登録を！
　まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催していきます。
メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信します。メールの件名に「まち活
メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」をご入力のうえ、
fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局

　役場復興推進課復興調整係　�54-3131内線239

◆まち活Facebook　https://www.facebook.com/machikatsuonagawa

【まちカフェ企画】

●中央大学チーム女川発表会 （まち活×中央大学）
◆日　時　12月６日（土）午後６時～７時30分

◆場　所：復興まちづくり情報交流館

【“まちの先生”シリーズ】

●スプレーペイントと地域づくり
◆先　生：崎村周平氏（女川アートギルド・カンパニー）

◆日　時　12月11日（木）

　　　　　午後６時30分～８時

◆場　所　復興まちづくり情報交流館

【読み聞かせボランティア】

●おはなし会「おひさま」が伝えます！大好きな絵本の魅力
◆先　生：島貫洋子氏（おはなし会「おひさま」）

◆日　時　12月17日（水）午後6時30分～8時

◆場　所　ダイシン&かふぇ さくら（きぼうのかね商店街）

●おながわ散歩 女川の魅力を再発見！ 
11月5日

　女川町出身で、フォトブック「佐々木写真館」
著者としても知られ、現在も足繁く地元に帰り
「女川に生きる人」を撮り続ける、写真家・鈴木
麻弓さんをナビゲーターとして、まち歩きを実
施しました。

参 加 者：18名
内　　容：産卵のため川を遡上するサケや、紅
葉・山野草など、秋の自然を満喫しました。ま
た、復興の進捗も間近で確認し、新しく生まれ
変わる町への期待を膨らませました。
散歩ルート：①復興まちづくり情報交流館⇒②
女川中学校⇒③運動公園⇒④清水地区⇒⑤復興
まちづくり情報交流館

●親子まちカフェ＆桜の鉢植え体験 
11月13日

　桜守りの会・藤中郁生事務局長と一緒に桜の
苗木の植え替えを体験しながら、まちびらき後
の桜並木計画について学び、女川の新たな桜の
名所づくりについて意見交換を行いました。

参 加 者：13名
内　　容：津波で残った桜の木を守るために活
動を始めた「桜守りの会」。現在は大漁桜を鉢で
育てながら、希望者には苗木を配布しています。
　参加者からは、「桜並木の植樹ではたくさん
の子どもと桜を植えたい」、「身近な公園にも桜
を植えてみんなで花見をしたい」などの感想が
聞かれました。

みなさんの地域・団体へ。

出張まちカフェ
のご案内

　“まち活”では、
地域・団体など、
みなさんが集ま
る場に出張して、
地域の活動に関
する意見・悩みをお伺いしま
す。「もっと活動への参加者
を増やしたい」「他の地域や団
体と連携したい」など、みな
さんの主体的な活動を支援し
ます。随時募集していますの
で、下記問合せ先までご連絡
ください。

１２ 月 の 予 定
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